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条
例
や
補
正
予
算
な
ど

�

39
件
を
可
決

第２回定例会

　

平
成
27
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
８
日
か
ら
６
月
24
日

ま
で
の
17
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
条
例
や
補
正
予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案

39
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

第
２
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た

�

議
案
と
審
議
結
果

財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

工
事
委
託
に
関
す
る
年
度
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（（
仮
称
）石
巻
市
営
水
明
北
一
丁
目
復
興
住
宅
）

（（
仮
称
）石
巻
市
営
中
里
六
丁
目
復
興
住
宅
）

（（
仮
称
）石
巻
市
営
門
脇
復
興
住
宅
）

（
石
巻
市
営
新
渡
波
西
復
興
住
宅（
Ｂ
地
区
））

（
石
巻
市
営
新
渡
波
西
復
興
住
宅（
Ｃ
地
区
））

（
石
巻
市
営
間
垣
復
興
住
宅
）

（
石
巻
市
営
泊
浜
復
興
住
宅
）

財
産
の
取
得
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

（（
仮
称
）石
巻
市
営
泉
町
四
丁
目
復
興
住
宅
）

（（
仮
称
）石
巻
市
営
大
街
道
北
二
丁
目
復
興
住
宅
）

工
事
請
負
の
契
約
締
結
に
つ
い
て

（（
仮
称
）石
巻
市
庁
舎
第
２
駐
車
場
整
備
工
事
）

（
西
浜
町
津
波
避
難
タ
ワ
ー
建
設
工
事
）

（
23
年
災
谷
川
漁
港
海
岸
保
全
施
設
災
害
復
旧
工
事
）

（
23
年
災
給
分
漁
港
ほ
か
海
岸
保
全
施
設
災
害
復
旧
工
事
）

（
湊
東
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
上
水
道
管
布
設
工
事
）

（
新
蛇
田
南
地
区
汚
水
管
渠
築
造（
そ
の
２
）工
事
）

（
下
釡
第
一
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
汚
水
管
渠
築
造
工
事
）

（
石
巻
市
不
動
町
地
区
産
業
用
地
造
成
工
事
）

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

（
23
年
災
熊
沢
漁
港
ほ
か
４
漁
港
災
害
復
旧
工
事
）

（
新
蛇
田
南
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
調
整
池
築
造
工
事
）

字
の
区
域
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
・
変
更
に
つ
い
て

人

事

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
推
薦
す
る
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

公
平
委
員
会
委
員
を
選
任
す
る
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

那
須
野
六
男
氏
・
田
中
憲
夫
氏
・
阿
部
悟
氏
・
浮
津
由

巳
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
異
議
な
し

白
出
征
三
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

予

算
　
（
原
案
可
決
）

平
成
27
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

平
成
27
年
度
石
巻
市
土
地
取
得
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

平
成
27
年
度
石
巻
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

平
成
27
年
度
石
巻
市
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

平
成
27
年
度
石
巻
市
市
街
地
開
発
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

平
成
27
年
度
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

平
成
27
年
度
石
巻
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

条
例
・
規
則
　
（
原
案
可
決
）

石
巻
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

石
巻
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

石
巻
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

石
巻
市
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
第
28
条
第
１
項
の
規
定
に

基
づ
く
準
則
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

そ

の

他
　
（
原
案
可
決
）　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
石
巻
市
復
興
ま
ち
づ
く
り
情
報
交
流
館
中
央
館
）

▲第２回定例会
　委員長報告の様子
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第２回定例会で議決した議案の中から
可決された条例の中から

可決された補正予算のおもな中身は

その他の議案から

◆石巻市市税条例の一部を改正する条例
○地方税法等の一部を改正する法律が平成27年3月31日に公布され、同年4月1日から施行されたことに伴い、

本条例の一部を改正するもの。

◆石巻市都市計画税条例の一部を改正する条例
〇地方税法等の一部を改正する法律が平成27年3月31日に公布され、同年4月1日から施行されたことに伴い、

本条例の一部を改正するもの。

◆石巻市介護保険条例の一部を改正する条例
〇介護保険法施行令及び介護保険の国庫負担金の算定等に関する政令の一部を改正する政令が平成27年4月

10日公布・施行されたことに伴い、本条例の一部を改正するもの。

◆財産の無償譲渡について
〇来年3月に供用を開始する予定の「石巻あゆみ野駅」建設に必要な土地を、昨年10月に締結した「仙石線陸

前赤井・蛇田間新駅整備事業に関する基本協定」に基づき、東日本旅客鉄道株式会社に無償譲渡すること
について、地方自治法第96条第1項第6号の規定により議決を求めるもの。

　今回の補正予算は、社会資本整備総合交付金事業として採択された釜大街道線街路整備事業に要する経費及
び総合運動公園整備事業に要する経費をはじめ、防災集団移転促進事業に要する経費、低平地整備事業に要す
る経費、金華山休憩所の災害復旧に要する経費などを措置したもの。併せて、臨時福祉給付金や子育て世帯臨
時特例給付金の給付に要する経費を措置したもの。
◆総務費では

・社会保障・税番号制度導入に係る基幹系システム
の改修等に要する経費など

◆民生費では
・臨時福祉給付金を給付するために必要な経費
・新設される民間保育所の建設事業に対する補助金

など
◆衛生費では

・父親の育児参加の促進を図るため、育児の基礎知
識や子育て支援サービスの紹介等が記載された父
子手帳を作成する経費など

◆農林水産業費では
・民間農業経営者が産地競争力の向上のための生産

関連施設整備を行うことに対する補助金
・中小水産加工業者等が実施する従業員確保（外国

人実習生含む）のための宿舎整備を宮城県と協調
して実施するための経費

・長渡漁港の基盤整備に要する経費
・石巻漁港荷捌き所施設整備及び水産倉庫用地（一

部）の取得に要する経費など

◆商工費では
・石巻かほく商工会が飯野川中心部で実施する街路

灯整備への補助金など
◆土木費では

・総合運動公園の整備に要する経費
・新市街地の沿道業務用地の買戻し及び被災元地の

購入に要する経費など
◆消防費では

・（仮称）女川消防署牡鹿出張所建設事業費（備品
購入費）など

◆教育費では
・スクールカウンセラー等の派遣に要する経費
・石巻フットボール場電光掲示板の改修に要する経

費など
◆災害復旧費では

・水産加工団地共同排水処理施設の災害復旧に要す
る経費

・金華山休憩所の災害復旧に要する経費
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６
月
９
日
の
本
会
議
で
、
条
例
、
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、

総
務
企
画
、
環
境
教
育
、
保
健
福
祉
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
で
審
査
さ
れ
た
こ
と
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
の
質
疑
と

答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

各
常
任
委
員
会
で
の
審
査

　
　
　
　

年
金
情
報
流
出
問
題
に
よ
る
制
度

へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

政
府
で
は
、
個
人
情
報
保
護
に
万

全
を
尽
く
し
つ
つ
、
利
用
開
始
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
か
ら
、
現

時
点
で
は
制
度
の
延
期
が
な
い
こ
と
を
前
提

と
し
て
、
個
人
情
報
保
護
を
第
一
に
考
え
て

制
度
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

本
市
の
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

外
部
と
の
通
信
回
線
を
境
に
専
用

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
機
器
の
設
置

や
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
の
最
新
版
へ
の
随

時
更
新
な
ど
、
安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　

今
後
は
、
年
金
情
報
流
出
問
題
を
教
訓
と

し
、
人
為
的
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
も
必

要
と
考
え
、
定
期
的
な
注
意
喚
起
及
び
個
人

総
務
企
画
委
員
会

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

情
報
管
理
等
の
研
修
実
施
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　
　
設
置
場
所
の
選
定
と
カ
メ
ラ
の
性

能
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

今
回
設
置
す
る
立
町
中
央
地
区
の

９
カ
所
は
犯
罪
認
知
件
数
が
多
い

場
所
と
し
て
、
市
か
ら
審
議
会
に
諮
問
し
、

設
置
場
所
等
も
含
め
て
審
議
が
行
わ
れ
た
。

　

カ
メ
ラ
の
性
能
に
つ
い
て
は
、
夜
間
で
も

20
メ
ー
ト
ル
程
度
の
範
囲
な
ら
顔
が
判
別
で

き
る
仕
様
で
あ
り
、逆
光
に
も
対
応
で
き
る
。

　
　
　
　
防
災
教
育
推
進
協
力
校
事
業
の
内

容
と
実
践
的
安
全
教
育
総
合
支
援

防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

環
境
教
育
委
員
会

防
災
教
育
推
進
協
力
校
事
業
と
実
践
的

安
全
教
育
総
合
支
援
事
業
に
つ
い
て

事
業
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

防
災
教
育
推
進
協
力
校
事
業
は
、

平
成
26
年
度
は
広
渕
小
学
校
、
平

成
27
年
度
は
鮎
川
小
学
校
が
指
定
を
受
け
、

み
や
ぎ
防
災
教
育
副
読
本
や
石
巻
市
防
災
教

育
副
読
本
を
活
用
し
て
、
今
後
の
防
災
教
育

を
展
開
し
て
い
く
。
さ
ら
に
こ
の
指
定
を
受

け
た
２
校
は
、地
域
防
災
組
織
と
連
携
し
て
、

本
年
11
月
15
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
石
巻
市

総
合
防
災
訓
練
に
モ
デ
ル
校
と
し
て
参
加
す

る
。

　

実
践
的
安
全
教
育
総
合
支
援
事
業
は
、
平

成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
防
災
に
特

化
し
実
施
し
て
き
た
実
践
的
防
災
教
育
支
援

事
業
が
終
了
し
、
平
成
27
年
度
か
ら
市
内
の

小
学
校
１
校
を
モ
デ
ル
校
と
し
て
、
防
災
だ

け
で
な
く
防
犯
や
交
通
安
全
も
加
え
た
取
り

組
み
を
す
る
新
規
事
業
で
あ
る
。
そ
の
実
践

の
成
果
は
市
内
の
各
学
校
に
普
及
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　
　
蛇
田
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
事

業
年
度
の
変
更
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
設
計
業
務

に
お
い
て
学
校
側
と
協
議
を
進
め

る
中
で
、
校
舎
と
屋
内
運
動
場
の
間
に
設
置

し
て
い
る
歩
道
橋
式
渡
り
廊
下
の
形
状
や
構

造
を
再
検
討
し
た
ほ
か
、
道
路
管
理
者
や
警

察
署
と
の
協
議
等
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、

改
築
工
事
の
発
注
時
期
が
遅
れ
、
完
成
は
平

成
28
年
度
末
の
見
込
み
と
な
っ
た
。
今
回
、

蛇
田
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
事
業
に

つ
い
て

国
か
ら
２
カ
年
事
業
の
採
択
内
定
を
受
け
た

こ
と
に
よ
り
、
継
続
費
と
し
て
設
定
す
る
。

　
　
　
　
石
巻
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
場
の
改
修
内

容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

現
在
使
用
し
て
い
る
ス
コ
ア
ボ
ー

ド
を
全
面
改
修
す
る
も
の
で
、
こ

れ
ま
で
の
表
示
ユ
ニ
ッ
ト
は
赤
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で

あ
っ
た
が
フ
ル
カ
ラ
ー
に
改
修
し
、
併
せ
て

カ
メ
ラ
を
備
え
付
け
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ

ン
グ
と
し
て
の
機
能
を
備
え
る
も
の
で
あ

る
。

　
　
　
　
保
険
料
を
軽
減
す
る
対
象
者
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
　

生
活
保
護
受
給
者
や
世
帯
全
員
が

市
民
税
非
課
税
で
老
齢
福
祉
年
金

を
受
給
し
て
い
る
な
ど
の
第
１
段
階
に
属
し

て
い
る
方
、
８
２
２
２
人
が
対
象
見
込
み
で

あ
る
。

　
　
　
　
保
険
料
軽
減
に
よ
る
減
収
分
の
補

て
ん
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

軽
減
額
の
２
分
の
１
は
国
庫
負

担
、
４
分
の
１
は
県
費
負
担
、
残

り
の
４
分
の
１
は
市
負
担
で
あ
る
が
、
そ
の

負
担
分
は
、普
通
交
付
税
で
補
て
ん
さ
れ
る
。

石
巻
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
場
の
改
修
事
業
に
つい
て

保
健
福
祉
委
員
会

石
巻
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
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用
地
取
得
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

取
得
予
定
地
７
件
、
２
９
５
０
平

方
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
２
件
分
７
４

６
平
方
メ
ー
ト
ル
が
契
約
済
で
あ
り
、
面
積

割
合
で
約
25
％
、
ま
た
、
用
地
費
は
約
１
億

８
４
０
０
万
円
、
建
物
等
補
償
費
が
約
３
億

４
０
０
万
円
な
ど
、
合
計
で
４
億
８
９
５
３

万
円
が
見
込
ま
れ
る
。

　
　
　
　
事
業
概
要
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

市
民
税
が
非
課
税
の
方
３
万
５
０

０
０
人
を
対
象
と
見
込
ん
で
お
り
、

一
律
６
０
０
０
円
を
給
付
す
る
予
定
で
あ

る
。

　

ま
た
、
９
月
に
対
象
者
の
把
握
と
案
内
文

書
の
送
付
を
行
い
、
10
月
以
降
に
給
付
を
行

い
、
年
内
に
全
て
の
給
付
を
完
了
予
定
で
あ

る
。

　
　
　
　
後
発
医
薬
品
利
用
差
額
通
知
作
成

業
務
の
概
要
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

後
発
医
薬
品
に
変
更
し
た
場
合
、

軽
減
で
き
る
薬
代
金
を
被
保
険
者

に
通
知
す
る
も
の
で
あ
り
、
自
己
負
担
額
の

削
減
と
医
療
費
適
正
化
が
期
待
で
き
る
。

さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
に
つ
い
て

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
に
つ
い
て

後
発
医
薬
品
利
用
差
額
通
知
に
つ
い
て

　
　
　
　
水
産
加
工
業
従
業
員
宿
舎
整
備
事

業
費
補
助
金
の
内
容
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　
　

水
産
加
工
業
の
従
業
員
確
保
対
策

と
し
て
、
宮
城
県
が
実
施
す
る
補

助
事
業
に
対
し
、
市
が
追
加
補
助
す
る
も
の

で
、
水
産
加
工
業
者
や
そ
の
団
体
が
、
従
業

員
３
人
以
上
入
居
す
る
宿
舎
を
整
備
す
る
場

合
、
県
が
２
分
の
１
、
市
が
４
分
の
１
を
補

助
す
る
も
の
で
あ
る
。
補
助
上
限
額
は
３
０

０
０
万
円
で
あ
り
、
土
地
取
得
代
金
等
は
補

助
対
象
外
で
あ
る
が
、
新
築
、
修
繕
、
増
築
、

い
ず
れ
の
場
合
も
対
象
と
な
る
。

　
　
　
　
石
巻
漁
港
の
水
揚
げ
量
の
回
復
状

況
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

平
成
26
年
の
水
揚
げ
量
の
状
況

は
、
数
量
で
約
９
万
７
０
０
０
ト

ン
、
水
揚
げ
金
額
で
１
６
８
億
３
０
０
０
万

円
と
な
っ
て
お
り
、
震
災
前
の
３
カ
年
平
均

に
対
し
、
数
量
で
７
３
・
３
％
、
金
額
で
８

５
・
２
％
の
回
復
状
況
で
、
当
面
は
２
０
０

億
円
台
の
復
活
を
目
指
し
て
漁
船
誘
致
活
動

に
取
り
組
む
。

産
業
建
設
委
員
会

水
産
加
工
業
従
業
員
宿
舎
整
備
事
業
費

補
助
金
に
つ
い
て

石
巻
漁
港
荷
さ
ば
き
所
施
設
整
備
事
業

費
に
つ
い
て

　
　
　
　
観
光
物
産
復
興
対
策
費
の
仮
設
駐

車
場
整
備
業
務
委
託
料
の
内
容
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

震
災
前
、
鮎
川
地
区
に
は
、
駐
車

場
が
有
料
無
料
を
合
わ
せ
、
２
５

０
台
あ
っ
た
が
、
現
在
は
流
失
し
仮
設
駐
車

場
50
台
を
用
意
し
て
い
る
。
今
後
、
夏
の
観

光
シ
ー
ズ
ン
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
に
臨
時

駐
車
場
が
必
要
で
あ
り
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

ボ
ー
ト
背
後
地
に
仮
設
駐
車
場
と
し
て
、
約

80
台
を
整
備
す
る
。

　
　
　
　
低
平
地
整
備
事
業
費
の
委
託
料
等

の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

復
興
庁
と
の
協
議
が
終
了
し
た
、

北
上
地
区
が
５
集
落
、
河
北
地
区

が
１
集
落
、
雄
勝
地
区
が
９
集
落
、
牡
鹿
地

区
が
９
集
落
、
本
庁
地
区
が
６
集
落
、
計
30

地
区
分
の
か
さ
上
げ
に
関
す
る
道
路
約
22
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、排
水
路
約
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

整
地
面
積
約
62
万
６
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

に
つ
い
て
、
実
施
設
計
業
務
委
託
料
と
し
て

計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
補
償
、
補
填
及
び
賠
償
金
は
、
盛

り
土
を
す
る
際
の
作
業
所
や
納
屋
類
等
の
建

物
を
一
時
的
に
移
転
す
る
物
件
移
転
費
用
と

し
て
、
23
集
落
、
１
１
２
棟
に
つ
い
て
計
上

し
た
も
の
で
あ
る
。

観
光
物
産
復
興
対
策
費
に
つ
い
て

低
平
地
整
備
事
業
費
に
つ
い
て

　
　
　
　
総
合
運
動
公
園
整
備
事
業
費
に
係

る
防
災
機
能
を
備
え
た
運
動
公
園

の
施
設
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

敷
地
全
体
面
積
39
・
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
大
き
く
３
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分

け
、
災
害
時
の
救
援
、
復
旧
、
物
資
輸
送
等

に
使
用
す
る
。
救
援
・
復
旧
ゾ
ー
ン
は
、
野

球
場
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
場
を
含
め
た
北
側
の

ブ
ロ
ッ
ク
で
、
自
衛
隊
、
消
防
隊
及
び
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
の
救
援
・
復
旧
活
動
に
従
事
す

る
拠
点
で
あ
る
。

　

物
資
等
集
積
・
輸
送
ゾ
ー
ン
は
、
北
ブ

ロ
ッ
ク
の
駐
車
場
と
、
石
巻
商
業
高
等
学
校

裏
側
の
駐
車
場
及
び
多
目
的
広
場
を
ヘ
リ

ポ
ー
ト
と
し
て
活
用
し
、
緊
急
輸
送
、
避
難

生
活
救
護
及
び
復
旧
活
動
に
必
要
な
物
資
等

を
集
積
し
、
輸
送
す
る
も
の
で
あ
る
。
避
難

ゾ
ー
ン
は
、
北
側
ブ
ロ
ッ
ク
の
現
在
仮
設
住

宅
が
建
っ
て
い
る
箇
所
で
、
今
後
整
備
予
定

の
陸
上
競
技
場
と
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
住

民
の
一
時
避
難
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
も
の
で

あ
る
。

　

今
回
の
整
備
に
は
、
国
道
３
９
８
号
北
部

バ
イ
パ
ス
を
挟
ん
だ
南
側
の
第
３
工
区
に
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
２
面
、
多
目
的
広
場
、
駐

車
場
及
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
整
備
等
を
行
う

も
の
で
あ
る
。

総
合
運
動
公
園
整
備
事
業
費
に
つ
い
て
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議
席
番
号

氏　名
第１６８号議案

工事請負の契約締結について
（（仮称）石巻市庁舎第２駐車場整備工事）

1 黒須　光男 ×
2 奥山　浩幸 〇
3 阿部　利基 〇
4 髙橋　憲悦 〇
5 楯石　光弘 〇
6 安倍　太郎 ―
7 阿部　正春 〇
8 遠藤　宏昭 〇
9 大森　秀一 欠
10 木村　忠良 〇
11 櫻田　誠子 〇
12 渡辺　拓朗 〇
13 首藤　博敏 〇
14 山口荘一郎 〇
15 水澤冨士江 〇
17 阿部　正敏 〇
18 近藤　　孝 〇
19 阿部　久一 〇
20 丹野　　清 〇
21 森山　行輝 〇
22 阿部欽一郎 〇
23 伊藤　啓二 〇
24 千葉　眞良 〇
25 髙橋　栄一 〇
26 青山　久栄 〇
27 庄司　慈明 〇
28 西條　正昭 〇
29 後藤　兼位 〇
30 千田　直人 ○

賛　　　　成 26
反　　　　対 1
欠　　　　席 1

※ ○：賛成、×：反対、△：退席、欠：欠席
※ 安倍太郎議員は議長であるため採決には加わりま

せん。

第２回定例会
起立採決のあった議案に対する各議員の賛否

■『人種差別を扇動するヘイトスピーチを禁止し処罰
する法律の制定を求める陳情』

（提出者）在日本大韓民国民団宮城県地方本部
 団長　田　炳　　樽

※継続審査となりました。

■『司法の機能充実を求める意見書採択のお願い』
（提出者）仙台弁護士会
 会長　岩　渕　健　彦

※継続審査となりました。

■『南京事件を扱う学校教育の適正管理に関する陳情』
（提出者） 両　国　潔　俊

※全議員へ参考回付しました。

■『「災害ボランティア割引制度」の実現を求める陳情』
（提出者）「災害ボランティア割引制度」の実現する会
 高　橋　美佐恵

※全議員へ参考回付しました。

■『司法試験合格者数の減員等を求める意見書を政府
に提出することを求める陳情』

（提出者）仙台弁護士会
 会長　岩　渕　健　彦

※全議員へ参考回付しました。

第２回定例会に提出された陳情

第２回定例会　第１６８号議案　工事請負の契約締結につい　（（仮称）石巻市庁舎第２駐車場整備工事）
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第
２
回
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
た

�

議
案
と
審
議
結
果

︵
平
成
27
年
５
月
18
日
開
催
︶

予

算
　
（
原
案
可
決
）

平
成
27
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

そ

の

他
　
（
承
認
・
原
案
可
決
）　

専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
そ
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
石
巻
市
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

（
石
巻
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

（
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

（�

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

（�

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
石
巻
市
介
護
保
険
料
の
減
免
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

（
平
成
26
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算
）

（
平
成
26
年
度
石
巻
市
土
地
取
得
特
別
会
計
補
正
予
算
）

（
平
成
26
年
度
石
巻
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
）

（
平
成
26
年
度
石
巻
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
）

（
平
成
26
年
度
石
巻
市
浄
化
槽
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
）

（
平
成
26
年
度
石
巻
市
市
街
地
開
発
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
）

（
平
成
26
年
度
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
）

業
務
委
託
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

（
石
巻
市
新
門
脇
地
区
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
）

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（（
仮
称
）石
巻
市
営
住
吉
町
一
丁
目
復
興
住
宅
）

（
湿
地
用
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
）

工
事
請
負
の
契
約
締
結
に
つ
い
て

（（
仮
称
）石
巻
東
消
防
署
建
設
工
事
）

（
新
蛇
田
南
第
二
地
区
汚
水
管
渠
築
造
工
事
）

人

事
　
（
同
意
）

教
育
委
員
会
委
員
を
任
命
す
る
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
員
を
選
任
す
る
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

今
井
多
貴
子
氏

阿
部
昭
文
氏

黒
須
　
光
男
議
員

遠
藤
　
宏
昭
議
員

・
市
発
注
工
事
の
指
名
停
止
処
分
に
つ
い
て

問　

先
ほ
ど
の
議
案
説
明
で
、
復
興
住
宅
建
設
の
坪
当
り 

１
３
１
万
円
と
あ
ま
り
に
も
高
い
単
価
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
浅
野
会
頭
が
理
事
長
を
務
め
る
市
街
地
北
再
開
発

34
億
円
の
事
業
に
も
復
興
住
宅
建
設
が
入
っ
て
お
り
２
／

３
を
市
が
買
取
る
内
容
で
あ
り
、
不
透
明
な
金
の
流
れ
が

見
つ
か
り
他
の
再
開
発
事
業
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
こ
ろ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

市
発
注
の
北
上
地
区
乾
燥
貯
蔵
施
設
工
事
12
億
円
で

は
、
公
正
取
引
委
員
会
が
談
合
と
認
定
し
、
受
注
し
た
ヤ

ン
マ
ー
グ
リ
ー
ン
な
ど
を
独
占
禁
止
法
違
反
で
処
罰
し
、

県
及
び
市
も
指
名
停
止
し
ま
し
た
。
今
後
、
市
は
こ
の
事

件
に
ど
う
対
処
す
る
の
か
。
ま
た
、
市
が
発
注
し
た
魚
体

選
別
機
で
も
、
４
社
の
指
名
競
争
入
札
で
、
２
社
が
辞
退
、

１
社
が
書
類
不
備
で
失
格
。
浅
野
会
頭
が
経
営
す
る
宮
城

ヤ
ン
マ
ー
が
1.8
億
円
で
受
注
す
る
な
ど
、
誰
が
見
て
も
茶

番
劇
で
あ
り
、
４
社
指
名
は
市
が
便
宜
を
図
っ
た
も
の
で

あ
り
、
市
長
と
浅
野
会
頭
は
、
夜
々
飲
み
歩
い
て
お
り
、

談
合
の
巣
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答　

談
合
と
判
明
し
た
ヤ
ン
マ
ー
グ
リ
ー
ン
に
は
、
2.5
億
円

の
罰
金
を
科
す
。
４
社
指
名
に
お
い
て
は
、
２
社
か
ら
希

望
が
あ
っ
た
。２
社
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
抽
出
し
た
。

入
札
は
公
明
で
あ
り
、
市
職
員
の
介
入
は
な
い
。

・
市
営
住
宅
家
賃
の
過
大
徴
収
に
つ
い
て

問　

今
回
、
平
成
10
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
17
年
と

い
う
長
期
間
に
わ
た
り
家
賃
を
過
大
徴
収
さ
れ
て
き
た
当

事
者
に
と
っ
て
は
、「
い
つ
返
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。
い
く

ら
戻
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
。」
と
い
う
こ
と
が
一
番
の
関

心
事
で
あ
る
。
返
還
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

　
　

市
役
所
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
徴
収
業
務
に
つ
い
て
、

私
を
は
じ
め
市
民
は
、市
役
所
つ
ま
り
行
政
の
言
う
こ
と・

や
る
こ
と
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
の
で
す
。
封
書
で
送
ら
れ

て
く
る
保
険
料
・
税
金
の
各
種
納
付
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
金
額
に
対
し
て
、疑
問
を
抱
く
市
民
は
ま
ず
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
大
前
提
と
な
っ
て
い
る
「
信
用
」
が
、
行
政
と

市
民
の
間
に
あ
る
か
ら
で
す
。
今
回
の
ミ
ス
は
、
ま
さ
に

地
域
住
民
の
公
務
に
対
す
る
信
頼
に
悪
い
影
響
を
与
え
た

の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
住
民
が
い
て
、
こ
の
地
で
生
活
し
、
納
め
ら
れ
た
税
金

に
よ
り
、は
じ
め
て
石
巻
市
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

今
回
の
事
案
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
で
は
済

ま
さ
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
認
識
で
は
困
る
の
で
す
。
そ

こ
で
、
市
長
の
再
発
防
止
に
向

け
た
考
え
を
伺
う
。

答　

正
規
の
家
賃
と
の
差
額
を
早

急
に
確
定
さ
せ
、
利
息
相
当
額

を
加
え
た
上
で
、
市
議
会
で
の

議
決
後
、
返
還
す
る
。
チ
ェ
ッ

ク
責
任
者
を
配
置
し
、
確
認
体

制
を
強
化
す
る
。
市
民
に
対
し
、

謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

緊

急

質

問

▲市営向陽町住宅
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一般質問通告一覧
（※議員名の前についている番号は質問順序です）

議員19人が登壇

市政を問う!

一 般 質 問 　第２回定例会の一般質問は、６月18日、
19日、22日、23日の４日間行われました。
今回は19人の議員が市政全般にわたり市
当局の見解をただしました。その中から、
いくつかの質問と答弁の要旨を紹介しま
す。
　なお、このコーナーは、質問を行った
議員自らが市当局の答弁に基づき、記事
の編集を行っています。

一般質問

①黒須　光男
１　亀山市政の解体論

②遠藤　宏昭
１　市民の不安が募る石巻駅周辺整備事業について
２　あってはならない都市計画税の課税ミスについて

③千田　直人
１　「桃生道の駅」設置委員会が早期建設を市長要望、事

業実施に向けた行動計画等について

④森山　行輝
１　南浜地区の計画について
２　石巻市複合文化施設について
３　河南中央公園について

⑤千葉　眞良
１　市立病院の建設状況について
２　市立病院へのこ線橋について
３　在宅避難者について
４　湊東地区区画整理事業について
５　人事課題について

⑥奥山　浩幸
１　市立病院のこ線橋について
２　マンパワー不足に対する人材確保について
３　稲井地区の諸課題について

⑦髙橋　栄一
１　大川地区復興協議会から提出された要望書に対する

対応について伺う

⑧山口荘一郎
１　地方創生時代における教育・次世代育成について
２　自立と協働、主体性について

⑨水澤冨士江
１　女川原発の避難計画と市民の安全について
２　避難タワーへのスロープ設置について
３　中心部の諸課題について

⑩楯石　光弘
１　超高齢社会への対応策について

⑪近藤　　孝
１　石巻市総合計画について
２　新市まちづくり計画と合併特例債について
３　地方創生について
４　協働のまちづくりについて
５　河南地区の課題について

⑫後藤　兼位
１　復旧・復興加速の課題と行財政運営について

⑬櫻田　誠子
１　子育て支援策について
２　空き家対策について

⑭西條　正昭
１　人口大幅減に対する地方交付税の減収対策について
２　漁業集落整備について
３　災害に強い街づくりについて

⑮阿部　正敏
１　観光交流人口増加策について

⑯渡辺　拓朗
１　被災者の住まいについて
２　地域福祉コーディネーターについて

⑰髙橋　憲悦
１　市政の信頼を取り戻すための方策について

⑱阿部　久一
１　市政運営について
２　医療費の適正化の推進について
３　防災集団移転促進事業について
４　地域自治システムの構築について

⑲庄司　慈明
１　集中復興期間終了後の国の支援策について
　　　― 復興は道半ば、国の責務と市の責務 ―
２　東日本大震災からの復興
　　　― 市民要望を中心に ―

・
市
民
の
不
安
が
募
る
「
石
巻
駅
周
辺
整
備
事
業
」

問　

Ｊ
Ｒ
石
巻
駅
北
側
い
わ
ゆ
る
駅
前
北
通
り
お
よ
び
中
里

方
面
か
ら
の
緊
急
車
両
・
救
急
車
の
石
巻
市
立
病
院
へ
の

搬
入
路
確
保
の
た
め
の
「
陸
橋(

こ
線
橋)

」
の
整
備
に
つ

い
て
、市
立
病
院
の
一
部
分
と
し
て
建
設
さ
れ
る
は
ず
が
、

い
つ
の
間
に
か
分
離
さ
れ
て
の
議
論
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
「
こ
線
橋
」
が
必
要
か
否
か
の
議
論
で
は
な
く
、
一
体

整
備
が
市
立
病
院
を
駅
前
に
建
設
す
る
際
の
必
要
条
件

だ
っ
た
は
ず
。

　
　
私
を
は
じ
め
駅
前
建
設
に「
反
対
」だ
っ
た
議
員
に
と
っ

て
、「
こ
線
橋
」
整
備
は
、決
断
を
左
右
す
る
大
き
な
事
項・

フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
。に
も
か
か
わ
ら
ず
、い
ま
に
な
っ

て
財
源
の
確
保
が
厳
し
い
と
は
何
事
か
。
あ
き
れ
て
も
の

が
言
え
な
い
。

　
　
市
立
病
院
の
建
設
場
所
を
選
定
す
る
際
に
も
喧け

ん

々け
ん

囂ご
う

々ご
う

と
も
め
て
、
い
ざ
建
設
が
始
ま
れ
ば
、
建
設
費
用
が
倍
増

し
、
予
算
が
足
り
な
い
と
ま
た
も
め
て
、
今
度
は
「
こ
線

橋
」
が
整
備
で
き
な
い
と
も
め
る
。
ま
さ
に
一
度
狂
っ
た

歯
車
は
元
に
は
戻
ら
な
い
。
大
変
な
問
題
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　
　

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
う
ま

く
い
か
な
い
復
興
事
業
は

他
に
あ
り
ま
せ
ん
。
病
院

建
設
事
業
に
つ
い
て
、
市

長
は
責
任
を
感
じ
て
い
る

の
か
、
伺
う
。

答　

と
て
も
申
し
訳
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
整
備
計
画

の
修
正
も
視
野
に
入
れ
、

解
決
に
当
た
る
。

・
亀
山
市
政
の
解
体
論

問　
市
立
病
院
建
設
は
、
駅
構
内
を
ま
た
ぐ
陸
橋
計
画
が
国

か
ら
の
財
政
支
援
の
目
途
が
た
た
ず
断
念
と
な
り
、
交
通

渋
滞
は
必
然
で
す
。
今
な
ら
２
階
は
生
鮮
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

３
・
４
階
は
市
民
会
館
、
５
階
は
情
報
交
流
館
に
変
更
で

き
る
。
ま
た
、
一
般
財
源
に
よ
る
6.8
億
円
で
の
駐
車
場
建

設
は
、
病
院
特
別
会
計
か
ら
の
財
源
で
な
け
れ
ば
お
か
し

い
。
こ
れ
は
、
市
立
病
院
の
膨
れ
上
が
る
累
積
赤
字
の
隠

蔽
で
は
な
い
か
。

　
　
ま
た
、
須
江
地
区
農
業
団
地
造
成
事
業
12
億
円
の
地
権

者
説
明
会
に
、
市
長
選
２
日
前
の
市
長
の
出
席
は
不
思
議

だ
。
こ
の
地
権
者
の
ま
と
め
役
は
、
市
街
地
ビ
ル
事
業
に

入
室
す
る
社
会
福
祉
法
人
花
水
木
の
理
事
と
し
て
商
工
会

議
所
の
浅
野
亨
会
頭
と
並
ん
で
い
る
。
そ
の
背
景
か
ら
見

る
と
会
頭
の
要
請
で
出
席
し
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ

と
か
ら
政
商
と
政
治
家
に
よ
る
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
を
思
い

出
し
た
。
須
江
の
農
業
施
設
は
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
を
栽
培
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。（
１
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
は
１
０
０
万

円
を
表
わ
す
。）

　
　
市
街
地
ビ
ル
建
設
に
お
い
て
も
会
頭
の
と
こ
ろ
は
完
了

後
に
２
／
３
を
市
が
買
取
り
、
ま
た
、
事
業
計
画
作
成
費

も
1.2
億
円
と
ほ
か
と
比
べ
る
と
６
倍
で
す
。

　
　
避
難
タ
ワ
ー
建
設
に
お
い
て
も
受
注
し
た
企
業
は
、
東

京
リ
サ
ー
チ
に
よ
る
と
以
前
の
赤
字
か
ら
大
幅
な
黒
字
に

転
化
し
て
お
り
、
こ
れ
も
会
頭
が
取
締
役
で
あ
る
。

　
　
こ
れ
ら
の
状
況
は
、
市
幹
部
の
協
力
で
あ
り
亀
山
市
政

解
体
の
た
め
、
人
心
を
一
新
す
べ
き
だ
。

答　

病
院
特
別
会
計
か
ら
捻
出
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。
地

権
者
説
明
会
は
、
浅
野
会
頭
か
ら
の
要
請
は
な
か
っ
た
。

入
札
の
不
正
は
、
し
て
い
な
い
。
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一般質問

・「
桃
生
道
の
駅
」設
置
委
員
会
が
早
期
建
設
を
市
長

要
望
、事
業
実
施
に
向
け
た
行
動
計
画
等
に
つ
い
て

問　

平
成
25
年
第
１
回
桃
生
地
区
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
設
置

に
関
す
る
会
合
、
第
７
回
桃
生
地
区
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

検
討
委
員
会
に
於
い
て
「
桃
生
道
の
駅
設
置
委
員
会
」
と

改
称
し
規
約
も
制
定
、
第
13
回
設
置
委
員
会
に
て
最
終
協

議
、
平
成
27
年
２
月
19
日
設
置
委
員
会
会
長
並
び
に
委
員

長
か
ら
「
実
施
概
要
書
」
を
添
え
市
長
に
早
期
建
設
を
要

望
し
た
。
事
業
実
施
の
行
動
計
画
等
を
お
聞
き
す
る
。

答　
（
市
長
）
平
成
28
年
度
複
線
化
ま
で
に
桃
生
地
域
活
性

化
施
設
と
し
建
設
を
目
指
す
。
体
験
型
道
の
駅
等
特
色
を

明
確
化
し
「
桃
生
農
業
交
流
館
は
ね
こ
」
等
知
恵
を
出
し

合
い
新
し
い
切
り
口
で
整
備
し
た
い
。

問　
「
桃
生
道
の
駅
実
施
概
要
書
」
は
、
収
支
計
画
、
施
設

規
模
、運
営
会
社
組
織(

案)

も
示
し
、事
業
主
体
は
固
ま
っ

た
。
総
合
支
所
に
押
し
つ
け
で
な
く
本
庁
対
応
で
実
現
す

べ
き
だ
が
伺
う
。

答　
（
建
設
部
長
）
国
、
県
等
出
席
の
東
部
地
域
道
路
懇
談

会
の
際
に
要
望
を
出
し
た
。
仙
台
河
川
国
道
事
務
所
の
回

答
は
「
地
元
と
相
談
し
な
が
ら
良
い
方
向
に
進
め
た
い
」。

要
望
を
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
し
、
一
体
型
と
し
て
対
応
す

る
。

答　
（
産
業
部
長
）
桃
生
地
区
の
皆
様
が
待
ち
望
ん
で
い
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
詳
細
計
画
策
定
の
予
算
措
置
、

計
画
具
体
化
に
つ
い
て
は
総
合
支
所
と
連
携
し
積
極
的
に

対
応
す
る
。

・
市
民
の
不
安
が
募
る
「
石
巻
駅
周
辺
整
備
事
業
」

問　

Ｊ
Ｒ
石
巻
駅
北
側
い
わ
ゆ
る
駅
前
北
通
り
お
よ
び
中
里

方
面
か
ら
の
緊
急
車
両
・
救
急
車
の
石
巻
市
立
病
院
へ
の

搬
入
路
確
保
の
た
め
の
「
陸
橋(

こ
線
橋)

」
の
整
備
に
つ

い
て
、市
立
病
院
の
一
部
分
と
し
て
建
設
さ
れ
る
は
ず
が
、

い
つ
の
間
に
か
分
離
さ
れ
て
の
議
論
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
「
こ
線
橋
」
が
必
要
か
否
か
の
議
論
で
は
な
く
、
一
体

整
備
が
市
立
病
院
を
駅
前
に
建
設
す
る
際
の
必
要
条
件

だ
っ
た
は
ず
。

　
　
私
を
は
じ
め
駅
前
建
設
に「
反
対
」だ
っ
た
議
員
に
と
っ

て
、「
こ
線
橋
」
整
備
は
、決
断
を
左
右
す
る
大
き
な
事
項・

フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
。に
も
か
か
わ
ら
ず
、い
ま
に
な
っ

て
財
源
の
確
保
が
厳
し
い
と
は
何
事
か
。
あ
き
れ
て
も
の

が
言
え
な
い
。

　
　
市
立
病
院
の
建
設
場
所
を
選
定
す
る
際
に
も
喧け

ん

々け
ん

囂ご
う

々ご
う

と
も
め
て
、
い
ざ
建
設
が
始
ま
れ
ば
、
建
設
費
用
が
倍
増

し
、
予
算
が
足
り
な
い
と
ま
た
も
め
て
、
今
度
は
「
こ
線

橋
」
が
整
備
で
き
な
い
と
も
め
る
。
ま
さ
に
一
度
狂
っ
た

歯
車
は
元
に
は
戻
ら
な
い
。
大
変
な
問
題
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　
　

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
う
ま

く
い
か
な
い
復
興
事
業
は

他
に
あ
り
ま
せ
ん
。
病
院

建
設
事
業
に
つ
い
て
、
市

長
は
責
任
を
感
じ
て
い
る

の
か
、
伺
う
。

答　

と
て
も
申
し
訳
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
整
備
計
画

の
修
正
も
視
野
に
入
れ
、

解
決
に
当
た
る
。

・
亀
山
市
政
の
解
体
論

問　
市
立
病
院
建
設
は
、
駅
構
内
を
ま
た
ぐ
陸
橋
計
画
が
国

か
ら
の
財
政
支
援
の
目
途
が
た
た
ず
断
念
と
な
り
、
交
通

渋
滞
は
必
然
で
す
。
今
な
ら
２
階
は
生
鮮
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

３
・
４
階
は
市
民
会
館
、
５
階
は
情
報
交
流
館
に
変
更
で

き
る
。
ま
た
、
一
般
財
源
に
よ
る
6.8
億
円
で
の
駐
車
場
建

設
は
、
病
院
特
別
会
計
か
ら
の
財
源
で
な
け
れ
ば
お
か
し

い
。
こ
れ
は
、
市
立
病
院
の
膨
れ
上
が
る
累
積
赤
字
の
隠

蔽
で
は
な
い
か
。

　
　
ま
た
、
須
江
地
区
農
業
団
地
造
成
事
業
12
億
円
の
地
権

者
説
明
会
に
、
市
長
選
２
日
前
の
市
長
の
出
席
は
不
思
議

だ
。
こ
の
地
権
者
の
ま
と
め
役
は
、
市
街
地
ビ
ル
事
業
に

入
室
す
る
社
会
福
祉
法
人
花
水
木
の
理
事
と
し
て
商
工
会

議
所
の
浅
野
亨
会
頭
と
並
ん
で
い
る
。
そ
の
背
景
か
ら
見

る
と
会
頭
の
要
請
で
出
席
し
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ

と
か
ら
政
商
と
政
治
家
に
よ
る
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
を
思
い

出
し
た
。
須
江
の
農
業
施
設
は
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
を
栽
培
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。（
１
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
は
１
０
０
万

円
を
表
わ
す
。）

　
　
市
街
地
ビ
ル
建
設
に
お
い
て
も
会
頭
の
と
こ
ろ
は
完
了

後
に
２
／
３
を
市
が
買
取
り
、
ま
た
、
事
業
計
画
作
成
費

も
1.2
億
円
と
ほ
か
と
比
べ
る
と
６
倍
で
す
。

　
　
避
難
タ
ワ
ー
建
設
に
お
い
て
も
受
注
し
た
企
業
は
、
東

京
リ
サ
ー
チ
に
よ
る
と
以
前
の
赤
字
か
ら
大
幅
な
黒
字
に

転
化
し
て
お
り
、
こ
れ
も
会
頭
が
取
締
役
で
あ
る
。

　
　
こ
れ
ら
の
状
況
は
、
市
幹
部
の
協
力
で
あ
り
亀
山
市
政

解
体
の
た
め
、
人
心
を
一
新
す
べ
き
だ
。

答　

病
院
特
別
会
計
か
ら
捻
出
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。
地

権
者
説
明
会
は
、
浅
野
会
頭
か
ら
の
要
請
は
な
か
っ
た
。

入
札
の
不
正
は
、
し
て
い
な
い
。

黒
須
　
光
男
議
員

遠
藤
　
宏
昭
議
員

千
田
　
直
人
議
員

▲建設中の石巻市立病院
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一般質問

・
市
立
病
院
の
こ
線
橋
に
つ
い
て

問　
「
こ
線
橋
の
計
画
が
駅
構
内
で
線
路
を
縦
断
す
る
…
」

な
ど
と
言
う
の
は
初
め
か
ら
分
か
っ
て
い
た
は
ず
で
は
な

い
か
。
当
時
か
ら
大
丈
夫
か
と
心
配
す
る
意
見
や
議
論
が

あ
っ
た
は
ず
。
Ｊ
Ｒ
石
巻
駅
前
の
再
建
は
、
あ
く
ま
で
市

立
病
院
と
こ
線
橋
の
一
体
整
備
で
あ
り
、
当
然
開
院
ま
で

に
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
で
可
決
し
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
議
会
で
の
議
論
を
今
ど
の
よ
う
に
お
考
え

か
。

　
　
緊
急
車
両
用
こ
線
橋
を
使
用
し
て
、
患
者
を
病
院
に
搬

送
す
る
の
も
時
間
と
の
勝
負
、
こ
線
橋
計
画
を
最
終
決
断

す
る
の
も
時
間
と
の
勝
負
で
あ
り
、
復
興
事
業
は
ま
さ
に

時
間
と
の
勝
負
で
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
協
議
に

つ
い
て
、
担
当
部
署
が
こ
れ
ま
で
真
剣
に
一
生
懸
命
努
力

し
て
き
た
こ
と
は
理
解
す
る
の
で
す
が
、
計
画
通
り
進
ん

で
い
な
い
問
題
山
積
み
の
こ
線
橋
計
画
に
つ
い
て
、
こ
の

ま
ま
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
協
議
を
継
続
し
な
が
ら
転
換
す
る

考
え
は
如
何
な
も
の
か
と
思
い
ま
す
。今
こ
そ
最
終
判
断・

決
断
を
早
急
に
し
、
市
民
に
対
し
て
の
説
明
責
任
は
当
市

の
最
高
責
任
者
で
あ
る
亀
山
市
長
で
す
。
議
会
と
の
約
束

は
、
す
な
わ
ち
市
民
と
の
約

束
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
経
緯
や
議
論
を
踏
ま
え

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答　

病
院
と
の
一
体
整
備
で

最
大
の
努
力
を
し
て
き
た

が
、
市
民
に
不
安
を
与
え
お

詫
び
す
る
。
し
っ
か
り
総
括

し
議
会
に
説
明
し
た
上
で
、

今
後
の
方
針
を
提
案
さ
せ

て
も
ら
う
。

・
市
立
病
院
の
建
設
状
況
に
つ
い
て

問　

進
捗
状
況
は
予
定
通
り
か
、
遅
れ
て
い
な
い
の
か
。

答　

予
定
通
り
夏
頃
開
院
。

　
　

現
在
、
敷
地
内
東
側
半
分
に
つ
い
て
基
礎
工
事
が
終
了

し
、
引
き
続
き
西
側
基
礎
工
事
と
東
側
１
階
床
コ
ン
ク

リ
ー
ト
躯
体
工
事
を
進
め
て
い
る
。

　
　

工
事
の
進
捗
率
は
、
５
月
末
現
在
で
21
％
と
な
っ
て
お

り
、
ほ
ぼ
当
初
計
画
通
り
。
特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
、

工
期
で
あ
る
来
年
６
月
末
に
は
完
成
し
、
夏
頃
に
は
開
院

を
迎
え
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　
職
員
の
採
用
状
況
に
つ
い
て
。

答　

現
時
点
で
医
師
11
名
が
在
籍
し
て
い
る
。
看
護
師
や
薬

剤
師
等
の
医
療
技
術
者
に
つ
い
て
は
、
７
月
１
日
に
募
集

公
告
を
行
い
、
８
月
下
旬
及
び
９
月
下
旬
に
採
用
試
験
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
引
き
続
き
開
院
時
に
必
要

な
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
等
の
人
員
の
確
保
に
努
め
て

い
く
。

・
湊
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

問　
進
捗
状
況
と
課
題
に
つ
い
て
。

答　

昨
年
７
月
に
道
路
築
造
、
雨
水
排
水
等
の
工
事
を
発
注

し
、
地
区
内
の
構
造
物
の
撤
去
も
、
ほ
ぼ
完
了
し
、
現
在

は
宅
地
の
整
備
、
道
路
築
造
に
係
る
側
溝
工
事
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
、
雨
水
管
の
整
備
を
進
め
な
が
ら
、
完
了
し

た
路
線
か
ら
地
下
埋
設
物
設
置
や
道
路
側
溝
等
、
現
地
で

形
が
見
え
る
よ
う
に
進
め
て
行
き
た
い
。

・
南
浜
地
区
の
計
画
に
つ
い
て

問　

石
巻
市
南
浜
地
区
復
興
祈
念
公
園
基
本
計
画
が
示
さ
れ

ま
し
た
が
、杜
づ
く
り
の
植
栽
し
か
伝
わ
っ
て
き
ま
せ
ん
。

追
悼
と
鎮
魂
の
場
は
必
要
で
す
が
、
そ
れ
と
と
も
に
未
来

に
向
け
た
夢
も
不
可
欠
な
要
素
。
そ
の
実
現
の
た
め
、
多

目
的
な
運
動
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

来
年
度
か
ら
の
工
事
着
工
を
目
指
し
、
平
成
32
年
度
の

完
成
を
目
標
と
し
て
い
る
。「
市
の
エ
リ
ア
」に
つ
い
て
は
、

運
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
多
目
的
広
場
の
整

備
を
考
え
て
い
る
。

・
石
巻
市
複
合
文
化
施
設
に
つ
い
て

問　

平
成
32
年
度
ま
で
整
備
し
た
い
と
の
考
え
で
す
が
、
建

設
場
所
に
つ
い
て
お
示
し
く
だ
さ
い
。

答　

建
設
費
の
高
騰
で
再
検
討
し
て
お
り
、
建
設
場
所
、
財

源
等
を
セ
ッ
ト
で
今
年
度
中
に
お
示
し
し
た
い
。

・
河
南
中
央
公
園
に
つ
い
て

問　

老
朽
化
し
た
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
、
三
塁
側
の
防
球
ネ
ッ
ト

の
整
備
が
必
要
。
施
設
使
用
料
も
一
律
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
そ
の
改
正
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
改
修
、
防
球
ネ
ッ
ト
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
そ
の
必
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、
関
係
者
と
協
議

の
上
、
整
備
に
努
め
た
い
。

　
　

使
用
料
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
減
免
も
含
め
全
体
の
調

整
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

奥
山
　
浩
幸
議
員

千
葉
　
眞
良
議
員

森
山
　
行
輝
議
員

▲石巻市立病院鳥瞰図
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一般質問

・
女
川
原
発
の
避
難
計
画
に
つ
い
て

　

４
月
14
日
、
福
井
地
裁
は
関
西
電
力
高
浜
原
発
で
再
稼
働

差
し
止
め
の
仮
処
分
決
定
。
昨
年
５
月
の
同
大
飯
原
発
で
安

全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
と
、
運
転
を
認
め
な
い
判
決
に

続
く
も
の
。
一
方
４
月
22
日
、
鹿
児
島
地
裁
は
九
州
電
力
川

内
原
発
再
稼
働
差
し
止
め
を
求
め
る
住
民
の
仮
処
分
申
し
立

て
を
却
下
し
た
。
各
種
世
論
調
査
で
も
、
再
稼
働
反
対
が
依

然
と
し
て
過
半
数
を
占
め
て
い
る
。
福
井
地
裁
の
判
決
は
、

圧
倒
的
多
数
の
国
民
世
論
と
合
致
す
る
も
の
だ
。

問　
再
稼
働
し
な
く
て
も
、
使
用
済
み
燃
料
が
プ
ー
ル
に
貯

蔵
さ
れ
て
い
る
。
避
難
計
画
は
必
要
。
進
捗
状
況
は
。
避

難
先
27
自
治
体
か
ら
の
回
答
は
。

答　

薩
摩
川
内
市
を
参
考
に
５
キ
ロ
圏
内
の
計
画
を
今
年
秋

を
目
途
に
策
定
す
る
。

・
避
難
タ
ワ
ー
へ
の
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
に
つ
い
て

問　
石
巻
市
の
タ
ワ
ー
は
階
段
式
。
障
が
い
者
と
家
族
か
ら

「
階
段
だ
け
で
な
く
車
い
す
で
も
登
れ
る
ス
ロ
ー
プ
の
設

置
を
」
と
い
う
強
い
要
望
が
あ
る
。
来
年
４
月
か
ら
「
障

害
者
差
別
解
消
法
」
が
施
行
さ
れ
る
。
仙
台
市
、静
岡
県
、

高
知
県
の
よ
う
に
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
を
す
べ
き
。

答　
「
社
会
的
障
壁
」
を
取
り
除
く
た
め
に
自
治
体
に
は
「
必

要
で
合
理
的
な
配
慮
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
高
盛

土
道
路
か
ら
内
陸
側
浸
水
域
（
大
街
道
地
区
等
）
の
公
共

施
設
整
備
に
は
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
を
考
え
た
い
。

・
中
心
部
の
諸
課
題
に
つ
い
て

問　
日
和
山
公
園
の
観
桜
期
駐
車
場
確
保
と
鹿
小
屋
の
撤
去

を
。

答　

新
た
な
駐
車
場
確
保
に
向
け
検
討
す
る
。
鹿
小
屋
撤
去

と
公
園
西
側
の
整
備
を
年
次
計
画
を
立
て
行
っ
て
い
く
。

問　
石
巻
の
購
買
力
低
下
で
、
旬
の
イ
ワ
シ
が
銚
子
に
流
れ

て
い
る
。
購
買
力
の
下
地
と
し
て
、
市
内
の
家
庭
で
の
魚

食
を
増
や
す
た
め
の
「
食
育
」
こ
そ
重
要
と
考
え
る
。
学

校
給
食
食
材
で
の
旬
の
地
場
産
品
活
用
に
は
、
受
益
者
負

担
分
に
加
え
た
補
助
を
求
め
る
。

答　

食
育
は
大
切
だ
が
、
給
食
食
材
を
卸
す
業
者
の
多
さ
、

地
元
産
品
を
確
実
に
使
用
し
た
か
と
い
う
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

か
ら
複
雑
に
な
り
、
難
し
い
。

問　
実
際
に
補
助
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
り
、
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

問　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
に
位
置
付
け
る
こ
と

で
、
奨
学
金
返
還
の
際
に
そ
の
半
額
が
国
の
交
付
税
措
置

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
人
口
減
少
下
で
の
若
者
定
着
、
優

秀
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
、
民
間
企
業
と
の
奨
学
金
基
金

設
置
を
求
め
る
。

答　

制
度
を
確
認
し
た
う
え
で
検
討
す
る
。

問　
県
内
で
事
務
局
を
持
つ
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
３
つ
の
う
ち

石
巻
だ
け
、行
政
助
成
金
が
無
く
運
営
に
苦
慮
し
て
い
る
。

助
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

全
国
で
多
く
の
自
治
体
が
支
援
し
て
お
り
、
石
巻
市
も

早
急
に
検
討
す
る
。

問　
半
壊
と
い
う
罹
災
判
定
だ
け
で
給
食
費
や
修
学
旅
行
費

免
除
と
な
っ
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
、
国
の
指
針
ど
お
り

に
「
経
済
的
に
困
難
」
と
い
う
判
定
を
加
え
る
べ
き
。

答　

１
１
０
０
０
人
中
３
６
０
０
人
に
適
用
中
。
来
年
度
の

国
の
制
度
が
定
ま
っ
て
い
な
い
が
、
所
得
確
認
で
き
る
か

否
か
を
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

・
大
川
小
学
校
を
震
災
遺
構
と
し
て
残
し
て
欲

し
い
と
い
う
要
望
書
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問　
震
災
遺
構
は
一
つ
の
自
治
体
に
一
つ
が
望
ま
し
い
と
示

さ
れ
て
い
る
が
、
二
つ
残
す
と
い
う
判
断
も
あ
る
の
か
。

答　

保
存
の
手
法
や
整
備
費
用
、
維
持
管
理
費
等
を
勘
案
し

な
が
ら
、
地
元
住
民
の
皆
様
や
広
く
市
民
の
意
見
を
伺
う

中
で
判
断
し
て
い
き
た
い
。

問　
震
災
遺
構
調
整
会
議
で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
検
討

す
る
の
か
。

答　

旧
門
脇
小
学
校
及
び
旧
大
川
小
学
校
に
つ
い
て
、
震
災

遺
構
と
し
て
保
存
す
る
と
し
た
場
合
の
課
題
整
理
、
整
備

費
用
、
維
持
管
理
経
費
等
の
検
討
、
調
整
を
行
う
も
の
で

あ
り
、
保
存
の
可
否
を
決
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

問　
市
長
は
保
存
の
可
否
に
つ
い
て
、
い
つ
頃
ま
で
に
結
論

を
出
す
の
か
。

答　

震
災
遺
構
調
整
会
議
か
ら
の
報
告
や
地
元
住
民
の
意

向
、
広
く
市
民
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

な
お
、
大
川
小
学
校
周
辺
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
も
、

保
存
手
法
等
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
で
き
る
だ
け
早
い
段

階
で
方
向
性
を
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

髙
橋
　
栄
一
議
員

山
口
荘
一
郎
議
員

水
澤
冨
士
江
議
員
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一般質問

・
復
旧
・
復
興
加
速
の
課
題
と
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

問　
復
興
事
業
の
地
元
負
担
に
つ
い
て
、
対
象
と
な
る
事
業

と
事
業
費
負
担
金
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

復
興
交
付
金
の
効
果
促
進
事
業
費
の
南
浜
復
興
祈
念
公

園
整
備
、
低
平
地
整
備
等
を
見
込
み
事
業
費
約
２
０
６
億

円
、
そ
の
１
％
の
負
担
金
約
２
億
１
千
万
円
。
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
の
復
興
枠
の
石
巻
工
業
港
運
河
線
、（
仮

称
）
鎮
守
大
橋
を
見
込
み
事
業
費
約
１
４
４
億
円
、
事
業

費
の
2.3
％
で
約
３
億
３
千
万
円
、
総
額
５
億
４
千
万
円
を

見
込
む
。
効
果
促
進
事
業
の
一
括
配
分
に
つ
い
て
、
一
事

業
あ
た
り
の
上
限
３
億
円
を
撤
廃
し
、
配
分
額
の
上
限
が

引
き
上
げ
ら
れ
る
。

　
（
市
長
）
復
興
交
付
金
の
一
括
配
分
を
最
大
限
活
用
す
る

他
、
交
付
税
の
算
入
が
見
込
ま
れ
る
有
利
な
地
方
債
も
活

用
し
、
一
部
負
担
縮
減
に
努
め
る
。

・
市
道
の
交
差
点
改
良
に
つ
い
て

問　
仙
石
線
の
全
線
開
通
、
更
に
市
立
病
院
開
院
後
の
交
通

量
増
加
に
伴
う
渋
滞
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
。
国
道
３
９

８
号
三
角
茶
屋
交
差
点
付
近
の
本
格
的
な
改
良
を
行
う
べ

き
だ
。

答　

水
押
踏
切
へ
向
か
う
際
の
遮
断
時
の
対
策
と
し
て
、
直

進
レ
ー
ン
と
左
折
レ
ー
ン
を
分
け
る
こ
と
を
検
討
中
。
早

期
に
実
施
で
き
る
よ
う
県
、
石
巻
署
と
協
議
を
進
め
る
。

　
（
市
長
）
中
心
市
街
地
活
性
化
の
為
に
も
中
心
部
に
入
る

道
路
の
整
備
は
必
要
だ
と
考
え
る
。
水
押
踏
切
、
小
川
町

踏
切
の
整
備
、
七
窪
蛇
田
線
等
の
事
業
を
着
実
に
進
め
る

中
で
渋
滞
対
策
を
進
め
て
い
く
。

　
（
主
張
）
比
較
的
小
さ
な
費
用
で
早
期
に
大
き
な
効
果
を

上
げ
る
施
策
と
し
て
、
局
部
的
な
対
策
や
線
的
な
対
策
を

早
急
に
実
行
す
る
こ
と
が
、
多
く
の
年
数
と
費
用
を
か
け

る
新
た
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
建
設
整
備
よ
り
も
効
果
的

で
あ
る
。

・
石
巻
市
総
合
計
画
に
つ
い
て

問　
総
合
計
画
（
平
成
19
年
〜
28
年
）
の
改
定
に
向
け
て
の

考
え
方
に
つ
い
て
。

答　

本
市
に
お
け
る
最
上
位
計
画
で
あ
る
が
、
現
在
震
災
復

興
基
本
計
画
（
平
成
32
年
度
）
に
基
づ
く
、
各
種
施
策
を

最
優
先
に
進
め
て
い
る
ほ
か
、
年
内
に
策
定
す
る
地
方
版

総
合
戦
略
に
お
け
る
各
種
定
住
施
策
な
ど
と
調
整
を
図
り

な
が
ら
、
平
成
33
年
か
ら
の
10
年
間
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問　
合
併
の
検
証
に
つ
い
て
の
考
え
方
に
つ
い
て
。

答　

合
併
に
お
け
る
旧
市
町
の
現
状
や
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

等
の
検
証
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る

が
、
復
興
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
で
あ
り
今
後
に

お
い
て
検
討
し
て
い
く
。

・
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
合
併
特
例
債
に
つ
い
て

問　
合
併
特
例
債
の
延
長
に
伴
い
、
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画

と
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
再
開
に
つ
い
て

答　

平
成
37
年
度
ま
で
の
計
画
期
間
延
長
を
基
本
と
し
て
、

具
体
的
な
事
業
を
盛
り
込
み
、
年
度
内
に
改
正
を
実
施
す

る
計
画
で
あ
る
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、
現
在

河
南
、
北
上
の
２
地
区
の
み
の
設
置
と
な
っ
て
い
る
。
現

委
員
が
本
年
８
月
末
に
第
５
期
目
の
任
期
満
了
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
全
て
の
総
合
支
所
に
お
い
て
、「
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
」の
設
置
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
高
齢
者
が
大
切
に
し
た
い
言
葉
。
き
ょ
う
よ
う
と

き
ょ
う
い
く
。
今
日
、
用
事
が
あ
る
事
と
今
日
、
行
く
所
が

あ
る
事
。
本
市
は
世
界
的
に
も
前
例
な
き
未
知
の
時
代
へ
突

入
し
た
と
の
共
通
認
識
と
明
日
は
我
が
身
と
の
危
機
意
識
を

持
つ
こ
と
必
要
。

・
超
高
齢
社
会
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て

問　
今
後
３
カ
年
の
計
画
を
見
る
と
積
極
性
が
感
じ
ら
れ
な

い
。
こ
れ
で
は
健
康
低
迷
か
ら
脱
却
は
困
難
。

　
　
各
種
健
康
事
業
に
参
加
ポ
イ
ン
ト
を
付
け
、
楽
し
み
な

が
ら
、
そ
れ
を
貯
め
温
泉
と
か
地
場
産
品
な
ど
と
交
換
で

き
る
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
を
考
え
て
は
如
何
か
。

答　

実
績
か
ら
見
込
み
数
を
出
し
た
。
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
も

今
後
、
検
討
し
て
み
た
い
。

問　
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
社
会
参
加
促
進
、
健
康

づ
く
り
と
介
護
予
防
推
進
か
ら
考
え
る
と
地
元
に
あ
る
老

人
ク
ラ
ブ
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
大
き
い
と
考
え
る
。
会

員
数
も
減
少
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、一
つ
の
要
因
と
し
て
、

年
寄
り
が
腰
を
曲
げ
杖
を
つ
い
て
い
る
「
老
」
の
字
に
違

和
感
を
覚
え
る
。
本
市
が
愛
称
を
募
集
し
て
、
例
え
ば
、

か
が
や
き
ク
ラ
ブ
と
か
に
す
れ
ば
新
規
会
員
も
、
如
何
で

し
ょ
う
か
。

答　

難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
検
討
し
て
み
た
い
。

問　
認
知
症
今
後
も
増
加
の
一
途
、
日
頃
か
ら
積
極
的
予
防

と
初
期
対
応
が
一
番
大
切
と
考
え
る
が
。

答　

物
忘
れ
相
談
、初
期
集
中
支
援
事
業
等
積
極
的
に
行
い
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
を
目
指
す
。

後
藤
　
兼
位
議
員

近
藤
　
　
孝
議
員

楯
石
　
光
弘
議
員
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一般質問

・
観
光
交
流
人
口
増
加
策
に
つ
い
て

問　
観
光
交
流
政
策
に
関
す
る
職
員
の
人
員
体
制
に
つ
い
て

産
業
部
長
を
ト
ッ
プ
に
次
長
、
正
職
員
６
名
、
復
興
支
援

職
員
１
名
、
臨
時
職
員
２
名
、
計
９
名
。

答　

民
間
も
含
め
更
な
る
横
断
的
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま

す
。

問　
町
内
会
、
行
政
区
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
へ
の
情
報
提
供
並
び

に
協
力
の
要
請
に
つ
い
て
。

答　

多
く
の
団
体
に
資
金
的
余
裕
が
な
い
の
で
事
業
の
後
援

等
行
う
な
ど
の
連
携
を
図
り
、
企
業
か
ら
の
協
力
を
受
け

や
す
く
な
る
よ
う
配
慮
す
る
。

問　
北
北
上
運
河
沿
線
の
す
ば
ら
し
い
自
然
を
守
る
協
議
会

に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
か
。

答　

活
動
に
つ
い
て
知
っ
て
い
ま
す
。

問　
運
河
沿
線
自
治
会
で
組
織
し
た
協
議
会
で
、
中
里
地
区

か
ら
下
釡
地
区
ま
で
で
住
民
自
ら
石
巻
市
の
歴
史
的
遺
産

修
復
を
目
指
し
、
地
域
の
歴
史
的
遺
産
群
と
し
て
内
外
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
、
地
域
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
整
備

を
進
め
、
地
域
の
憩
い
と
観
光
資
源
と
し
て
成
長
さ
せ
よ

う
と
立
ち
上
が
っ
た
協
議
会
で
す
。
市
と
し
て
県
、
国
へ

の
働
き
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

答　

過
日
、
文
部
科
学
省
に
出
向
い
た
際
、
日
本
文
化
遺
産

の
登
録
に
つ
い
て
打
診
し
た
。
将
来
の
登
録
を
目
指
し
た

い
。

問　

地
域
住
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
そ
の
も
の
で
あ

り
、
地
域
の
活
性
化
と
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
育

て
上
げ
、
山
下
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
も
含
め
て
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ほ
し
い
。

答　

地
域
と
の
連
携
は
重
要
で
あ
り
、
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

・
人
口
大
幅
減
に
対
す
る
地
方
交
付
税
の
減
収
対
策
に
つ
い
て

問　
27
年
10
月
、
５
年
に
一
度
の
震
災
後
初
と
な
る
国
勢
調

査
が
あ
る
。
調
査
時
点
の
人
口
が
28
年
度
以
降
の
配
分
額

の
算
定
基
礎
と
な
る
重
要
な
国
勢
調
査
を
迎
え
る
が
、
人

口
減
少
の
著
し
い
石
巻
市
と
し
て
の
対
策
を
伺
う
。

答　

被
災
基
礎
自
治
体
に
お
い
て
は
、
前
回
の
国
勢
調
査
人

口
を
普
通
交
付
税
の
算
定
基
礎
と
す
る
特
別
措
置
を
講
ず

る
よ
う
国
に
要
望
し
て
い
る
。
又
、
１
０
０
０
人
を
超
え

る
指
導
員
及
び
調
査
員
が
調
査
に
従
事
す
る
予
定
で
あ

る
。

・
漁
業
集
落
整
備
に
つ
い
て

問　

被
災
さ
れ
た
地
域
は
ガ
レ
キ
撤
去
さ
れ
た
だ
け
で
ブ

ロ
ッ
ク
塀
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
等
の
残
骸
が
無
惨
に

残
っ
て
い
る
が
、
未
だ
に
計
画
が
定
ま
っ
て
い
な
い
。
集

中
復
興
期
間
も
今
年
度
で
終
了
と
な
る
、
今
後
の
事
業
計

画
を
伺
う
。

答　

地
盤
嵩
上
げ
や
排
水
施
設
、
集
落
道
、
避
難
路
、
水
産

関
係
用
地
、
広
場
等
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

今
年
度
中
に
地
盤
嵩
上
げ
等
本
体
工
事
に
係
る
契
約
を

締
結
し
、
平
成
28
年
度
の
完
成
を
目
指
す
。

問　
半
島
部
の
地
域
拠
点
整
備
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
「
雄
勝
」
住
宅
・
公
共
公
益
施
設
・
商
業
観
光
施
設
な

ど
で
一
体
と
な
っ
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
関
係
機
関
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
行
く
。

　
　
「
牡
鹿
」
環
境
省
・
県
・
市
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
関

係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
行
く
。

　
　
「
北
上
」
に
っ
こ
り
サ
ン
パ
ー
ク
を
中
心
に
小
学
校
・

こ
ど
も
園
な
ど
公
共
施
設
を
集
約
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
拠

点
づ
く
り
を
目
指
し
て
行
く
。

・
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
防
災
道
路
と
し
て
震
災
後
計
画
さ
れ
た
避
難
道
路
を
初

め
各
地
域
の
幹
線
道
路
等
は
計
画
通
り
進
ん
で
い
る
の
か

伺
う
。

答　

市
で
計
画
し
た
避
難
道
路
は
、
ほ
ぼ
計
画
通
り
事
業
実

施
の
方
向
で
進
ん
で
い
る
。
県
で
震
災
直
後
に
計
画
し
た

避
難
道
路
は
防
災
集
団
移
転
事
業
や
復
興
事
業
の
計
画
変

更
も
あ
り
、
当
初
の
計
画
通
り
に
至
ら
な
か
っ
た
と
聞
い

て
い
る
。

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問　
新
生
児
聴
覚
検
査
に
つ
い
て
、
出
産
後
、
産
婦
人
科
で

希
望
者
に
行
わ
れ
て
い
る
新
生
児
聴
覚
検
査
の
現
状
と
今

後
の
支
援
に
つ
い
て
。

答　

今
年
度
か
ら
受
診
調
査
を
実
施
。
84
％
の
受
診
率
、
小

児
難
聴
の
早
期
発
見
、
療
育
の
た
め
、
受
診
助
成
等
検
討

し
、
異
常
発
見
の
際
は
関
係
機
関
連
携
を
図
る
。

問　
市
内
学
校
に
通
学
す
る
難
聴
児
の
支
援
は
行
わ
れ
て
い

る
か
。
軽
度
、
中
等
度
難
聴
の
補
聴
器
購
入
費
助
成
制
度

の
現
状
と
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て
。

答　

市
内
４
小
学
校
５
人
が
在
籍
し
防
音
ド
ア
、
防
音
床
の

改
修
を
行
っ
た
。
実
情
に
応
じ
Ｆ
Ｍ
補
聴
器
な
ど
も
検
討

し
た
い
。
助
成
制
度
負
担
割
合
の
３
割
か
ら
１
割
に
つ
い

て
は
、
今
後
検
討
す
る
。

問　
出
産
費
用
は
出
産
育
児
一
時
金
を
差
引
い
て
も
手
出
し

が
あ
り
、
少
子
化
対
策
と
し
て
産
後
検
診
の
助
成
や
出
生

届
の
工
夫
等
産
み
育
て
の
環
境
の
充
実
を
図
る
べ
き
。

答　

出
生
届
は
石
巻
ら
し
く
工
夫
し
た
い
。
今
年
度
父
子
手

帳
発
行
、
子
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
改
良
、
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
創
設
等
実
施
す
る
。
今
後
更
に
子
育
て
支
援
の
拡

充
に
努
力
す
る
。

・
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問　
空
き
家
の
現
状
調
査
と
今
後
の
取
組
。

答　

今
後
状
況
を
把
握
し
特
別
措
置
法
の
も
と
、
苦
情
等
対

応
強
化
す
る
。
地
域
活
性
化
の
観
点
か
ら
移
住
促
進
、
空

き
家
バ
ン
ク
創
設
等
有
効
活
用
を
推
進
す
る
。

櫻
田
　
誠
子
議
員

西
條
　
正
昭
議
員

阿
部
　
正
敏
議
員
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一般質問

・
市
政
運
営
に
つ
い
て

問　
復
興
交
付
金
一
部
負
担
金
、
本
市
へ
の
影
響
額
は
。

答　

約
５
億
４
千
万
を
想
定
、
最
大
の
被
災
地
で
あ
る
本
市

に
最
大
限
配
慮
頂
い
た
も
の
と
思
う
。

問　
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
防
災
セ
ン
タ
ー
の
推
進
状
況

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　

さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
地
権
者
９
人
中
３
人
、
物
件
は

７
件
の
う
ち
２
件
契
約
済
み
。
移
転
補
償
の
み
の
方
は
３

件
中
３
件
契
約
済
み
。

　
　

防
災
セ
ン
タ
ー
地
権
者
６
人
中
５
人
契
約
済
み
。

　
　

移
転
補
償
の
み
の
方
は
、
10
件
中
６
件
契
約
済
み
。
28

年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

問　
こ
線
橋
37
億
円
多
額
の
財
源
投
入
は
、
費
用
対
効
果
が

な
い
。
見
直
し
の
決
意
を
伺
う
。

答　

早
い
段
階
で
総
括
し
、
議
会
に
説
明
し
た
上
で
決
断
す

べ
き
時
期
と
考
え
て
い
る
。

・
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
に
つ
い
て

問　
二
子
地
区
や
雄
勝
各
地
区
の
宅
地
進
捗
状
況
は
。

答　

28
年
度
末
に
宅
地
供
給
を
行
う
。
29
年
度
末
に
は
す
べ

て
の
宅
地
供
給
を
行
う
予
定
、
建
物
は
30
年
頃
に
な
る
予

定
。
雄
勝
地
区
27
年
度
は
、
水
浜
地
区
を
含
め
７
地
区
９

団
地
。
28
年
度
は
船
越
唐
桑
地
区
の
２
地
区
４
団
地
が
完

成
予
定
で
あ
る
。

・
そ
の
他
の
質
問
事
項

◆
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、
後
発
医
薬
品
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
の
使
用
促
進
に
よ
り
国
保
の
健
全
運
営
と
市
民
の

健
康
管
理
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

◆
被
災
地
従
前
地
の
買
い
取
り
価
格
格
差
に
つ
い
て
。

◆
自
治
シ
ス
テ
ム
設
立
の
流
れ
を
な
ぜ
変
え
た
の
か
。

・
市
政
の
信
頼
を
取
り
戻
す
た
め
の
方
策
に
つ
い
て

問　
①
亀
山
市
長
６
年
間
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
、
自
ら
ど

の
よ
う
に
自
己
評
価
し
て
い
る
の
か
。

　
　
②
山
積
す
る
行
政
課
題
の
対
応
と
多
発
し
て
い
る
行
政

シ
ス
テ
ム
ト
ラ
ブ
ル
の
再
発
防
止
策
に
つ
い
て
。

　
　
③
市
民
、
議
会
、
市
の
三
位
一
体
の
バ
ラ
ン
ス
と
役
割

分
担
に
つ
い
て
。

　
　
④
市
域
の
均
衡
あ
る
発
展
、
特
に
、
総
合
支
所
機
能
の

拡
充
に
つ
い
て
再
構
築
の
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　

⑤
市
長
の
判
断
基
準
と
説
明
責
任
の
基
本
的
な
考
え

方
、
こ
れ
ま
で
の
言
動
に
つ
い
て
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に

つ
い
て
。

答　

復
興
は
着
実
に
進
ん
で
い
る
が
、
い
ま
だ
に
多
く
の
市

民
が
仮
設
住
宅
で
の
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

な
ど
、
復
興
は
道
半
ば
で
あ
る
。

　
　

行
政
課
題
の
う
ち
、
が
れ
き
処
理
不
正
請
求
事
件
で
騙

し
取
ら
れ
た
公
金
の
返
還
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
状
況
を
分
析
、
確
認
し
、
顧
問
弁
護
士
に
相
談
し
進
め

る
。

　
　

総
合
支
所
の
拡
充
は
、
復
旧
・
復
興
事
業
の
収
束
状
況

を
注
視
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

　
　

市
長
と
し
て
の
言
動
に
つ
い
て
、
そ
の
責
任
は
、
責
任

が
伴
う
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

・
被
災
者
の
住
ま
い
に
つ
い
て

問　
被
災
地
は
さ
ら
に
格
差
の
拡
大
を
感
じ
る
ゆ
え
、
住
ま

い
の
相
談
を
始
め
生
活
再
建
へ
の
よ
り
丁
寧
な
対
応
が
望

ま
れ
る
。
所
感
と
対
応
を
伺
う
。

答　

人
口
は
１
万
３
０
０
０
人
減
っ
て
い
る
が
世
帯
は
７
％

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
高
齢
者
世
帯
の
急
増
が
格
差
の

拡
大
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
う
。
不
安
が
広
が
ら
な
い
よ

う
地
域
と
共
に
支
え
る
仕
組
み
を
築
き
上
げ
た
い
。

問　

被
災
者
の
ニ
ー
ズ
か
ら
も
復
興
住
宅
と
し
て
民
間
ア

パ
ー
ト
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
は
、
市
財
政
へ
の
負

担
軽
減
と
不
動
産
業
を
圧
迫
し
な
い
事
に
つ
な
が
る
ゆ
え

思
い
切
っ
た
活
用
を
検
討
す
べ
き
。

答　

指
摘
の
と
お
り
と
思
う
。
民
間
ア
パ
ー
ト
を
借
り
る
形

で
被
災
者
の
方
に
少
し
で
も
早
く
提
供
す
る
。

問　
危
険
区
域
以
外
の
被
災
者
に
も
防
災
集
団
移
転
事
業
地

を
一
次
、
二
次
募
集
と
区
切
り
速
や
か
に
提
供
す
べ
き
。

答　

そ
の
提
案
も
参
考
に
し
な
が
ら
早
い
時
期
に
実
行
に
移

し
た
い
。

問　
復
興
住
宅
へ
の
抽
選
で
個
別
入
居
と
グ
ル
ー
プ
入
居
の

当
選
確
率
は
、３
倍
の
開
き
が
あ
る
。
均
衡
策
を
求
め
る
。

答　

被
災
者
と
協
議
し
な
が
ら
決
め
た
抽
選
方
法
で
あ
り
公

平
性
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

阿
部
　
久
一
議
員

髙
橋
　
憲
悦
議
員

渡
辺
　
拓
朗
議
員



15

一般質問

・
藤
久
建
設
の
詐
欺
事
件
に
お
け
る
破
産
申
立
に
つ
い
て

問　

石
巻
市
の
が
れ
き
処
理
業
務
委
託
費
で
不
正
請
求
し
、

詐
欺
罪
で
起
訴
さ
れ
て
い
る
藤
久
建
設
が
、
６
月
23
日
ま

で
に
事
業
の
停
止
と
自
己
破
産
申
請
の
準
備
に
入
り
、
負

債
総
額
は
８
６
０
０
万
円
と
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

　
　
こ
れ
に
よ
り
、
市
が
だ
ま
し
取
ら
れ
た
５
７
０
０
万
円

の
回
収
は
、
不
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
問
題
が
起
き
な
い

よ
う
に
と
、
こ
れ
ま
で
早
期
に
差
押
え
を
図
る
べ
き
と
再

三
に
わ
た
っ
て
議
会
側
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、市
長
は
何
ら
対
策
を
講
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ど
う
し
て
な
の
で
し
ょ
う
か
。
藤
久
建
設
に
何
か
遠
慮
を

し
て
い
る
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。
伊
藤
秀
樹
は
こ
の
問
題

が
発
覚
し
て
か
ら
、
チ
ョ
ロ
ま
か
し
た
金
を
所
持
し
、
弁

護
団
を
構
成
し
、
又
近
頃
は
自
宅
を
売
り
払
う
な
ど
、
個

人
の
所
持
す
る
金
品
は
多
額
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

遅
き
に
失
し
た
感
で
す
が
、
市
長
は
、
癒
着
で
あ
る
と
の

誤
解
を
払
し
ょ
く
す
る
た
め
に
も
、
差
押
え
を
決
断
さ
れ

る
よ
う
望
み
ま
す
。
又
、
市
は
債
権
者
と
し
て
伊
藤
秀
樹

の
破
産
申
立
の
手
続
を
し
て
、
個
人
の
資
産
を
明
ら
か
に

さ
せ
て
、
管
財
人
に
回
収
を
図
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
可
能

で
は
な
い
か
。

答　

破
産
手
続
の
開
始
決
定
後
は
、
債
権
者
会
議
も
あ
る
の

で
、
市
の
損
害
賠
償
債
務
も
そ
の
手
続
の
中
で
処
理
さ
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
仮
差
押
え
を
す
る
場
合
は
市
が

保
証
金
を
積
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問　
倒
産
し
た
会
社
か
ら
の
回
収
は
無
理
で
あ
り
、
保
証
金

を
積
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
考
え
方
は
消
極
的
す
ぎ

る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
市
長
に
賠
償
請
求
し
ま
す
よ
。

答　

弁
護
士
と
相
談
す
る
。

・
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

�
―�
市
民
要
望
を
中
心
に�

―

問　
建
設
総
額
１
０
０
億
円
弱
の
災
害
公
営
住
宅
の
発
注
を

石
巻
市
で
行
う
こ
と
と
な
っ
た
が
、
法
的
拘
束
力
を
持
た

せ
な
が
ら
の
契
約
等
の
、
例
え
ば
地
元
Ｌ
Ｐ
事
業
者
の
育

成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
用
意
は
あ
る
の
か
。

答　

入
札
制
度
の
限
界
も
あ
る
が
、
極
力
落
札
者
か
ら
元
々

の
地
元
業
者
に
発
注
す
る
よ
う
に
要
請
す
る
。
ま
た
法
的

拘
束
力
に
つ
い
て
は
研
究
す
る
。

問　
専
門
家
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
の
街
づ
く
り
の
話
し
合

い
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
専
門
家
派
遣
事
業
の
予
算
確
保

策
を
ど
の
様
に
考
え
る
の
か
。

答　

今
後
も
継
続
支
援
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

問　
新
み
な
と
荘
を
市・県・国
の
復
興
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
内
容
を
お
知
ら
せ
す
る
『
復
興
情
報
発
信
ベ
ー
ス
』

に
し
て
、
東
部
地
区
の
方
々
と
の
協
働
を
推
進
す
る
こ
と

を
提
言
す
る
が
、
見
解
は
。

答　

実
施
に
向
け
て
、
関
係
機
関
と
協
議
す
る
。

問　
50
戸
未
満
の
借
上
災
害
公
営
住
宅
に
も
談
話
室
的
な
空

間
が
欲
し
い
と
の
声
に
応
え
ら
れ
な
い
か
。

答　

で
き
る
限
り
希
望
を
か
な
え
た
い
が
、
建
築
基
準
法
も

あ
っ
て
、
な
か
な
か
難
し
い
。

・
被
災
自
治
体
の
負
担
を
求
め
る
国
の
姿
勢
を
問
う

�

―�

復
興
は
道
半
ば�

―

問　

こ
れ
ま
で
の
５
年
間
は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
た
事
実

と
、
被
災
自
治
体
の
財
政
力
の
脆
弱
さ
に
着
目
し
て
地
元

に
負
担
を
求
め
な
か
っ
た
が
、
国
は
方
向
転
換
を
し
た
。

市
長
は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

合
併
特
例
債
等
を
活
用
し
一
部
負
担
の
縮
減
に
努
め
復

興
事
業
を
確
実
に
進
め
て
い
く
が
、
理
不
尽
な
政
策
と
考

え
て
い
る
。

庄
司
　
慈
明
議
員

緊

急

質

問

「新規採用職員研修」
６月23日、石巻市新規採用職員が研修の一環として第２回定例会を傍聴しました。

黒
須
　
光
男
議
員
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総合防災対策特別
特別委員会

まちづくり促進
特別委員会

東日本大震災復興再生
特別委員会

【実施日】
平成27年
5月20日～22日

【実施日】
平成27年
5月20日～22日

【実施日】
平成27年
5月20日～22日

【視察地及び視察項目】
●愛知県大府市『治水対策について』
● 三重県鈴鹿市『すずか減災プロジェクトにつ

いて』

【視察地及び視察項目】
● 富山県富山市『富山市のコンパクトシティ政

策について』
● 石川県金沢市『歩けるまちづくりの推進につ

いて』

【視察地及び視察項目】
人口減少対策について
● 長野県佐久市
● 長野県伊那市

　大府市では「治水対策」、鈴鹿市では「すずか減災プロジェ
クト」について、それぞれ視察を行った。これらの取り組
みは、市民の防災意識向上も兼ねており、石巻市における
防災・減災の推進におおいに参考となるものであった。
　大府市では、平成12年に発生した東海豪雨により、甚大
な浸水被害に見舞われたことから、同規模の降雨が発生し
ても被害を最小限に止めるための総合排水計画を策定し、
校庭・公園の貯留施設の設置をはじめ、調整池整備や透水
性舗装整備に取り組み、治水安全度の早期向上を図ってい
る。また、ハザードマップ等の公表により、住民の防災に対
する意識を高め、超過洪水時においても速やかで安全な避
難が行われ、人的被害を最小限に止めることに取り組んで
いる。
　鈴鹿市では、㈱ウェザーニューズと共に、個人や地域コ
ミュニティの減災意識を高め、気象災害による被害を少し
でも軽減するため、鈴鹿市民の自助・共助活動を支援する
目的で「すずか減災プロジェクト」が開始された。
　このプロジェクトは、鈴鹿市内での気象災害や地震に
よって発生した冠水や浸水、ライフラインの停止などの被
害状況を市民がインターネットを通じて随時報告し、市内
マップにリアルタイムで反映することで、市民の一人ひと
りの被害を軽減する活動や防災活動に役立てていく「市民
参加型のプロジェクト」である。

　富山市は「コンパクトシティ政策を中心とした包括的ア
プローチによる富山市地域再生計画」を策定し、福祉や医
療、教育や文化、経済や雇用など、都市の総合力を高め、
環境にも高齢者にも優しい都市を目指している。公共交通
の活性化策では、富山ライトレールを整備しＪＲ時代に比
べ利用者が倍以上増加している。運行間隔の短縮や終電時
間を遅らせることにより、中心市街地の賑わいや民間投資
の増加にも寄与している。今年は、北陸新幹線も開通し、
交流人口の拡大、定住促進に向けて富山市の魅力を積極的
に発信しようとしている。本市においても歩いて暮らせる
コンパクトなまちづくりの実現には、様々な事業の連携や
若者が集まる施策展開も必要だと感じた視察であった。
　金沢市は、四百年以上、戦災や天災など大きな災害を受
けることなく、自然と人々が共生しながら、歴史、文化、
伝統を継承しており、伝統的街路構造が多く、城下町とし
てまちの魅力を形成している。まちなかの徒歩圏内には都
市機能が集積し、道は狭く、曲がりくねっており、幅員４
ｍ未満の細街路が市道の約20％もあるため、徒歩を前提に
まちが形成されている。新金沢交通戦略により、歩行者と
公共交通を優先するまちづくりを明確化し、歩くことのメ
リット、歩けるまちづくりの必要性を示し「金沢市におけ
る歩けるまちづくりの推進に関する条例」に基づき、「歩
けるまちづくり協定」を地域団体と締結している。歩いて
暮らせるまちづくりの先進例として学ぶべきものが多いと
感じた視察であった。

　本市は、あの忌まわしい大震災により尊い命が奪われ、
またふるさと石巻を離れざるを得なくなった結果、人口が
減少した。今回は、地方において全国的な課題である人口
減少対策をテーマに佐久市では「佐久市・長野県・ＪＲ東
日本の連携による移住促進事業」について、伊那市では「伊
那市移住・定住促進プログラムによる若者が集うまちづく
り」について、それぞれ視察を行った。
　佐久市は、市内を長野新幹線や高速道路が走り都内から
のアクセスが良く、医療の充実度でも全国的に有名なまち
である。その佐久市がＪＲとタッグを組み新幹線を利用し
た移住体験キャンペーンを展開し、移住者を増やしている。
　伊那市の山間部に位置し、過疎化が進む新山地域におい
ては、地域では当たり前の昔から続いている人とのつなが
りを大事にした教育文化が、雑誌の企画で行われた日本の
住みたい田舎ベストランキング「子育て世代にぴったりな
田舎部門」で第１位に選ばれた。園児の減少で閉園となっ
た保育園が、地元の教育文化に魅了された県内外の子育て
世代を移住させて復活を遂げた。
　出生率が低い現代において、人口を増やしていくために
は、よそから移住してもらうことが必要である。そのため
には、石巻がほかのどのまちよりも魅力ある住みやすい環
境にすること、さらに私たちが気づいていない石巻の魅力
を再認識する必要があると感じた。

▲   大府市立大東小学
校で貯留整備され
た校庭を視察

富山市でコンパク
トシティ政策の説
明を受ける委員　

▲

▲佐久市で移住促進事業の説明を受ける委員
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平成26年度　政務活動費執行状況
会派名 人数 交付額 研　究

研修費 調査費 資料費 広　報
広聴費 人件費 その他

経　費 支出計 残額

ニ ュ ー 石 巻 12 3,210,000 3,189,301 40,218 3,229,519 △ 19,519

石 巻 復 興 の 会 5 1,500,000 1,583,576 28,492 1,612,068 △ 112,068

創 生 会 5 1,500,000 1,231,128 108,000 18,903 1,358,031 141,969

公 明 会 3 900,000 250,828 94,137 344,965 555,035

日 本 共 産 党
石 巻 市 議 団 2 810,000 87,515 223,119 46,440 357,074 452,926

無会派
黒須　光男議員 1 360,000 360,000 360,000 0

無会派
安倍　太郎議員 1 270,000 314,163 314,163 △ 44,163

無会派
阿部　利基議員 1 60,000 60,000 60,000 0

無会派
髙橋　憲悦議員 1 210,000 152,797 57,249 210,046 △ 46

無会派
楯石　光弘議員 1 210,000 174,990 174,990 35,010

新 世 紀 ク ラ ブ 4 240,000 21,600 21,600 218,400

（注1）無会派議員のうち髙橋憲悦議員及び楯石光弘議員は、平成27年1月からニュー石巻に所属しました。
（注2）無会派議員のうち阿部利基議員は、平成26年6月からニュー石巻に所属しました。
（注3）新世紀クラブは、平成26年5月で解散しました。
（注4）残額は市に対して返還済みです。また、不足は会派から持ち出しとなっています。

　政務活動費は、議員の調査研究における必要な経費の一部として、「石巻市議会政
務活動費交付条例」に基づき交付されています。
　交付の対象や方法などは次のとおりとなっています。

交付の対象　会派（1人会派を含む）
交付する額　1人につき、年額36万円（月額30,000円）
交付の方法　年度当初に一括交付
収支報告書　翌年度の４月30日までに提出。
　　　　　　領収書（金額に関わらず全ての領収書）等の写しを添付。

政務活動費とは
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議会トピックス

議場コンサートの様子

　市議会では、より多くの市民の皆様が議
場に来場され、議会を身近に感じ、議会活
動についての理解を深めていただくため、
６月８日、第２回定例会の開会前に議場コ
ンサートを開催しました。

出演者　瑞穂　あけみ（民謡歌手）
曲　目　１　十三浜甚句
　　　　２　米節
　　　　３　追分慕情
　　　　４　石巻音頭

石巻市議会「第17回議場コンサート」

表　 彰
　６月17日、東京都日比谷公会堂におい
て、全国市議会議長会第91回定期総会が
開催され、次の方々が表彰されました。

◎一般表彰（市議会議員在職15年以上）
　安倍　太郎　議員
　庄司　慈明　議員
　後藤　兼位　議員　　

◎一般表彰（市議会議員在職10年以上）
　近藤　　孝　議員 安倍太郎議長も表彰されました

表彰状を受け取る近藤議員表彰状を受け取る後藤議員

⁂ ⁂⁂ ⁂⁂ ⁂ ⁂ ⁂⁂ ⁂⁂ ⁂
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議会の動き
５月
11日　ニュー石巻行政視察（～14日まで）
12日　東京都あきる野市議会行政視察来石
 中央要望（～13日まで）
13日　佐賀県唐津市議会行政視察来石
14日　福島県議会行政視察来石
15日 議会運営委員会、広報広聴委員会、総務

企画委員会
18日　第２回臨時会、全員協議会、総合防災対

策特別委員会
19日　高知県安芸市議会行政視察来石
20日 鹿児島県指宿市議会行政視察来石
 総合防災対策特別委員会行政視察（～22

日まで）
 東日本大震災復興再生特別委員会行政視

察（～22日まで）
 まちづくり促進特別委員会行政視察（～

22日まで）
 長島復興副大臣来石
21日　愛媛県宇和島市議会行政視察来石
 徳島県阿南市議会行政視察来石
26日 宮城県南三陸町議会行政視察来石
27日 まちづくり促進特別委員会
 岩手県議会行政視察来石
29日 兵庫県南あわじ市議会行政視察来石

６月
４日 議会運営委員会、全員協議会
８日　第２回定例会開会（～24日まで）
 議場コンサート、全員協議会
９日 本会議（条例案、予算案等審議）
11日　総務企画委員会、環境教育委員会
12日　保健福祉委員会、産業建設委員会
15日 議会運営委員会

16日　中央要望（石巻市・東松島市・気仙沼市）
17日 全国市議会議長会定期総会
18日　本会議（一般質問）
19日 本会議（一般質問）
22日　本会議（一般質問）、各特別委員会
23日 本会議（一般質問）
24日　本会議（委員長報告、追加議案審議、閉会）
29日　石巻復興の会行政視察（～７月２日まで）
30日 福岡県北九州市議会行政視察来石
 ニュー石巻行政視察（～７月３日まで）

７月
１日　福岡県行橋市議会行政視察来石
３日 大阪府泉南市議会行政視察来石
６日 議会運営委員会行政視察（～９日まで）
 民主党復興推進本部市内視察
７日 全国市議会議長会特定第三種漁港協議会

定期総会
８日 千葉県船橋市議会行政視察来石
10日　兵庫県議会行政視察来石
13日 議会運営委員会、広報広聴委員会
 京都府木津川市議会行政視察来石
14日 第３回臨時会
21日 三重県鈴鹿市議会行政視察来石
 宮城県議会と沿岸15市町議会議長との意

見交換会
22日 大阪府寝屋川市議会行政視察来石
23日 東京都三鷹市議会行政視察来石
24日 兵庫県姫路市議会行政視察来石
27日 まちづくり促進特別委員会
28日 島根県松江市議会行政視察来石
 東日本大震災復興再生特別委員会
29日 東京都狛江市議会行政視察来石
30日 全員協議会

市政を知るために
議会を傍聴してみませんか？
　本市議会の様子は、議会開会中、どなた
でも傍聴することができます。ぜひ、お気
軽にお越しください。
　車いすや団体での傍聴を希望する場合
は、事前に議会事務局までご連絡ください。
　本会議の開議時刻は、原則初日は午後１
時、２日目以降は午前１０時となっており
ますが、議会運営上時刻が変更になること
がございます。
　ご不明な点等がございましたら、議会事
務局へお問合せください。

市議会ホームページ

　石巻市のホームページ内に開設しています。議
会に関する様々な情報を掲載しています。
　議会の日程や「いしのまき市議会だより」で取
上げた内容等についても詳しくご覧いただくこと
ができます。

　定例会や各委員会の会議録も
検索できます。

　http://www.city.ishinomaki.lg.jp/d0100/index.html
へアクセスしてください。

石巻市議会　　　　　 検 索

ぜひご覧ください！
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本会議・常任委員会LIVE中継（生中継）

ＤＡＴＡ 市総人口：149,174人【男：72,502人 / 女：76,672人 / 世帯数：60,272世帯（平成27年6月30日現在）】
発行／石巻市議会　　編集／広報広聴委員会　〒986−8501 宮城県石巻市穀町14番１号　☎0225−95−5080� 印刷／㈱鈴木印刷所

日　　程 時　　間 内　　　　　容
９月３日（木） 午後1時～ 本会議（開会、提案理由説明）
９月４日（金） 午前10時～ 本会議（決算、条例案、予算案等審議）
９月８日（火） 午前10時～ 総務企画委員会
９月９日（水） 午前10時～ 環境教育委員会
９月10日（木） 午前10時～ 保健福祉委員会
９月11日（金） 午前10時～ 産業建設委員会
９月16日（水） 午前10時～ 本会議（一般質問）
９月17日（木） 午前10時～ 本会議（一般質問）
９月18日（金） 午前10時～ 本会議（一般質問）
９月24日（木） 午前10時～ 本会議（一般質問）
９月25日（金） 午前10時～ 本会議（一般質問、委員長報告、追加議案審議、閉会）

※第３回定例会の配信予定は次のとおりです。

視聴の仕方は、市議会ホームページの
　「石巻市議会LIVE中継（生中継）」 をご覧ください。

　毎日うだるような暑さの中、気持ちよさそう
にプールで元気に水泳を楽しむ子どもたち。部
活動に頑張る子どもたち。また、様々な自分の
目標に向け頑張る子どもたち。子どもの元気な
笑い声や、一生懸命頑張る姿は、私たち大人を
大いに勇気づけてくれます。石巻は復興再生期
を迎えましたが、復興住宅の建設、防災集団移転、
他復興への歩みもまだ時間がかかります。未来
を担う大事な子どもたちの思いや夢もこれから
の石巻のまちづくりに反映させ、子どもたちが
生まれ育った石巻を誇る事が出来るよう、また、
市民の皆様が石巻に住んで良かったと、言って
頂けるよう、私たち議員も頑張らなければなり
ません。議員の活動状況を見て頂くため、議会
だよりの内容等を工夫し、議会のライブ中継も
６月定例会より始まり、市民の皆様から大変好
評を頂いています。９月定例会も間もなく始ま
ります。ぜひ、ご覧頂きたいと思います。
 広報広聴委員　櫻田　誠子

編 集 後 記
表紙から

　湊こども園一番のお兄さんお姉さん「ぞう組」
の皆さんです。
　湊こども園は、この春、幼保連携型認定こども
園としてスタートし、現在は、56人の園児が在籍
しています。
　５月には「子どもの日のお祝い会」、７月には「七
夕会」や「夏祭り」などの行事が行われました。
子どもたちは、プール遊びをするなど暑さに負け
ず、毎日元気に過ごしています。


